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１．事業者名及び代表者名

事業者名 株式会社 メック四国

代表者名 代表取締役 宮本 卓也

２．適用範囲

１）サイト

①本社 〒771-2107 徳島県美馬市美馬町字上野４７番地１１

ＴＥＬ ０８８３ｰ６３－３３９４ ＦＡＸ ０８８３ｰ６３－３４１４

２）活動

土木工事業、とび・土工工事業、建設コンサルタント業、測量業、地質調査業

３．環境保全活動の責任者及び担当者

環境管理責任者 青木 俊顕

担当者（事務局） 西岡 美紀

ＵＲＬ http://www.mecc-kk.co.jp
４．事業の概要

土木工事業

①調査。地滑り調査、地質調査、測量・設計、コンサルタント

②斜面防災対策。緑化工、法枠工、アンカー工

③地滑り対策。抑止杭工、アンカー工、集水工、集排水ボーリング工

④基礎処理。クラウト工

５．事業の規模

６．組織体制（編成 平成31年 4月10日）

株式会社 メック四国

規模 ２０１９年実績 ２０２０年実績 ２０２１年実績

売上 　832百円万 873百万円 907百万円

人員 21名 22名 25名

吹き付け機等 吹き付け機等 吹き付け機等

ボーリングマシン等 ボーリングマシン等 ボーリングマシン等

床面積 175m2 175m2 175m2

機械類

環境管理責任者

社長

総
務
部

工
務
部

事務局

本 社
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 役割・責任・権限 

社長 ・環境経営に関する統括責任 

・環境経営システムの実施及び管理に必要な人、設備、費用、 

時間、技能、技術者を用意 

・環境経営管理責任者を任命 

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・代表者による全体の評価と見直し 

・環境経営レポートの承認 

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

・環境法規制等のチェックリストを承認 

・環境目標、環境経営計画、環境経営レポートの承認 

・環境経営の取組結果を代表者へ報告 

環境事務局 ・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックを 

 実施 

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成と遵守評価の実施 

・環境目標・環境経営計画原案の作成 

・環境経営実施計画の実績集計 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

・手順書の作成 

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付） 

部門長 ・自部門における環境方針の周知 

・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告 

・特定された項目の手順書の運用管理 

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施 

・自部門の教育・訓練の実施 

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営へ参加 
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２０２２年１２月  １日   

 

株式会社  メック四国 

代表取締役    宮本  卓也                       

   

〒７７１－２１０７  徳島県美馬市美馬町上野４７番地１１ 

                                  電話  ０８８３－６３－３３９４ 

                        ＨＰ  http://www.mecc-kk.co.jp/ 

 

 

環 境 経 営 方 針 
 

 

基本理念 

 

地球資源は有限との認識のもと、持続可能な発展と自然との調和を基本とする生物多

様性に富む地球環境、生活環境に貢献できる循環型社会システムに努め、後継者、次

世代に伝承します。 

 

行動指針 

 

社会に貢献する一員として、環境に配慮した省資源・省エネルギーの活用及び自然

エネルギーの活用を推進し豊かな未来に貢献する。 

 

１．継続的な改善及び環境負荷の低減を順守します。 

２．適用する環境関連法規制及びその他の要求事項を順守します。 

３．具体的に以下の項目を自主的・積極的に取組みます。 

 

１）直接的・間接的なＣＯ２排出量の削減の実施 

        ２）廃棄物の発生を抑制し、資材の再利用等適正処理の実施 

        ３）水総使用量の削減に努める 

        ４）グリーン技術への協力と活用を推進する（屋上緑化） 

        ５）グリーン購入の促進に努める 

        ６）環境ボランティア活動と継続 

７）社員教育を通して事業実行速度を向上し、経営効率を改善する 

                 

４．環境目標、環境活動計画等に展開し、見直し及び評価できる基準とする。    

５．全従業員に周知します。 

       又、環境活動レポートを公表し、部外者でも入手できるようにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

７．環境経営方針 
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　　       EA21取組への必要データ（2018実績）
1 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

1） 1,329 1,709 2,169 2,157 2,212 1,920 1,521 1,273 1,471 1,970 2,037 1,826 21,594
865 1,113 1,412 1,404 1,440 1,250 990 829 958 1,282 1,326 1,189 14,058

2） 0 0 170 170 180 0 0 0 0 0 0 0 520
0 0 424 424 449 0 0 0 0 0 0 0 1,296

3） 3,980 1,086 2,149 2,748 999 3,809 774 1,146 2,276 3,249 1,860 6,146 30,222
10,445 2,850 5,640 7,212 2,622 9,996 2,031 3,007 5,973 8,526 4,881 16,129 79,313

4） 2,521 2,187 2,452 2,012 2,196 2,533 2,419 1,893 1,943 2,260 1,934 2,281 26,631
5,853 5,077 5,693 4,671 5,098 5,881 5,616 4,395 4,511 5,247 4,490 5,296 61,828

2.3.4） 6,501 3,273 4,771 4,930 3,375 6,342 3,193 3,039 4,219 5,509 3,794 8,427 57,373
16,298 7,928 11,756 12,306 8,169 15,877 7,647 7,402 10,484 13,773 9,371 21,425 156,494

5） 0.1 0.3 0.5 0.6 0.7 0.7 0.6 0.3 0.1 0.0 0.0 0.0 3.9
0.6 1.9 3.1 3.7 4.3 4.3 3.7 1.9 0.6 0.0 0.0 0.0 24.2

17,164 9,042 13,171 13,714 9,613 17,131 8,641 8,233 11,442 15,056 10,697 22,614 156,519

2 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

1） 総排出量 kg 15 15 8515 15 11315 15 15 15 15 15 15 15 19,980

2） リサイクル kg 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 180
3） 最終処分量 kg 0 0 8500 30 11300 0 0 0 0 0 0 0 19,830
4） 処分量率 #VALUE! 0.0% 0.0% 99.8% 200.0% 99.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 99.2%
5） リサイクル率 #VALUE! 100.0% 100.0% 0.2% 100.0% 0.1% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.9%

3 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

１） 総消費量 13.5 13.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8.0 8.0 8.0 8.0 6.5 6.5 106.0
２） 再利用

３） 総排出量 0 13.5 13.5 8.5 8.5 8.5 8.5 8 8 8.0 8.0 6.5 6.5 106.0

※１ 購入電力の排出係数は、平成27年度四国電力の実排出係数0.651(kg-CO2/kWh)を使用した。

2019年10月30日 ＥＡ２１－５－１

合計・ＣＯ２排出量

灯油消費量

電力消費量（kwh)　　
ＣＯ２排出量

燃料消費量計（ℓ）

ＣＯ２排出量

ガソリン消費量（ℓ）

ＣＯ２排出量計
ガス類消費量（㎥）

ＣＯ２項目

ＣＯ２排出量
軽油消費量（ℓ）

ＣＯ２排出量

ＣＯ２排出量

廃棄物項目

水関係

８．基準年（2018年）データ 
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2022年10月30日 ＥＡ２１－５－２

目標 実績 目標 実績 目標 実績

928 百万円 773 832 777 873 780 907

消費量 21,594 ｋｗｈ 21,486 20,729 21,378 20,159 21,270 20,338

ＣＯ2排出量 6,996 kg-CO2 6,961 6,716 6,926 6,532 6,892 6,590

消費量 520 ℓ 517 620 515 760 512 720

ＣＯ2排出量 1,296 kg-CO2 1,289 1,545 1,283 1,892 1,276 1,793

消費量 30,222 ℓ 30,071 37,607 29,920 23,719 29,769 33,665

ＣＯ2排出量 79,313 kg-CO2 78,916 98,694 78,520 61,195 78,123 86,857

消費量 26,631 ℓ 26,498 30,819 26,365 29,918 26,232 27,464

ＣＯ2排出量 61,828 kg-CO2 61,519 71,551 61,210 69,410 60,901 63,717

消費量 3.9 ㎥ 3.9 5.3 3.9 5 3.8 4.3

ＣＯ2排出量 24 kg-CO2 24 33 24 29 24 27

148,710 178,539 147,963 139,058 147,216 158,984

年度達成率 83% 年度達成率 106% 年度達成率 93%

基準達成率 84% 基準達成率 107% 基準達成率 94%

192 215 190 159 189 175

年度達成率 90% 年度達成率 120% 年度達成率 108%

109%

総合評価 ◎ 総合評価 ◎ 総合評価 ◎

注）2019年から電力の排出係数は0.324を使用する

kg-
CO2

社有車のＥＶ化、工事用発電機
の低燃費製品リ－スを活用

社有車増加でガソリン消費がふ
えているものの、灯油とエアコン
の使用率の反比例で電力消費
が抑制された。全体としてｴﾈﾙ
ｷﾞ-消費はよく低下している。

受注額が少なくなっているが、
化石燃料系の消費量が増加し
ている。直営による工事の増加
を反映したもので、会社利益に
大きな貢献をしているため、や
むおえない面もある。

機械類の低燃費化を進める必
要がある

現場通勤の方法、社有車の種
類を見直し燃料消費を改善す
る必要がある。

161

評価：対策

年度評価　反省と次年度への反映事項

   原単位達成率
　　　　　△悪い　 　　 ５０％以下
　　　○まあまあ　　５１～８５％
　　　◎良い　　　　８６％以上

当面の目標は、◎評価。
慌てずシステム運用を根付かせ、中期
３ケ年で達成すること。

社員増、事業量の拡大のため
特に化石燃料系のエネルギ－
消費は除々に増加している。燃
料系の消費を抑制する投資ある
いは軽減の具体的方法を進め
る必要がある。

　　　　　　　　　CO2排出量　　△１．５％（毎年△０．５％）

CO２排出量削減
取組事項

（負荷の自己チェック）

中期3カ年計画（2020年～2022年）及び実績・評価

2018年度

環境目標

方針

電力・燃料
CO2排出
量削減

（年度別
原単位）

④ｶﾞｿﾘﾝ
消費

③軽油
消費

目的（方針の到達点）目標

2019年 2020年 2021年

149,457

⑤ガス
消費

売上高（完成工事高）

①電力
消費

②灯油
消費

管責者
評価

計

ＣＯ2排出量計

原単位
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計画 実績 計画 実績 計画 実績
電力 6,961 6,716 6,926 6,532 6,892 6,590
灯油 1,289 1,545 1,283 1,892 1,276 1,793
軽油 78,916 98,694 78,520 61,195 78,123 86,857
ガソリン 61,519 71,551 61,210 69,410 60,901 63,717
ガス 24 33 24 29 24 27
計 148,710 178,539 147,963 139,058 147,216 158,984

2020年 2021年
実績

2018年基準 2019年

前年度基準　特記事項 特記事項 特記事項

6,996

特記事項

軽油、電力の減少が見られる

1,296

149,457

79,313
61,828
24

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績

2018年基準 2019年 2020年 2021年

ガス

ガソリン

軽油

灯油

電力

ＣＯ２・排出量削減 △１．５％
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環境活動計画
立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

ｋｗｈ 計画 1,309 1,683 2,136 2,125 2,179 1,891 1,498 1,254 1,449 1,940 2,006 1,799

累計 1,309 2,992 5,129 7,254 9,432 11,324 12,822 14,076 15,525 17,465 19,471 21,270

ｋｗｈ 実績 1,351 1,795 1,995 2,141 2,226 1,570 1,090 1,063 1,518 1,952 1,952 1,685

累計 1,351 3,146 5,141 7,282 9,508 11,078 12,168 13,231 14,749 16,701 18,653 20,338

852 1,096 1,391 1,383 1,418 1,231 975 816 943 1,263 1,306 1,171

852 1,948 3,339 4,722 6,140 7,372 8,347 9,163 10,107 11,370 12,676 13,847

438 582 646 694 721 509 353 344 492 632 632 546 出光Ｇﾊﾟﾜｰ

438 1019 1666 2359 3081 3589 3942 4287 4779 5411 6044 6590

195% 188% 215% 199% 197% 242% 276% 237% 192% 200% 207% 214%

194.7% 191.1% 200.5% 200.1% 199.3% 205.4% 211.7% 213.8% 211.5% 210.1% 209.7% 210.1%

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　 5 5 5 5 5

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　 3 3 3 3 3

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 3 3 3 3 3

計画　　○ ○ ○ ○ 〇
実績　 3

計画　　○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 3 3 3

計画　　○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 5 5 5

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　 5 5 5 5 5

4.0 4.0 4.0 4 4 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

7月は記録的な暑さがあった
が、その後長雨のおかげで、電
力消費がよく抑制出来ている。

計画累計

計画

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

待機電力の削減　作業
終了時コンセント抜く

実績累計

累計達成率

事務

電力使用は増加傾向にある。

極力エアコンを使わない
(夏は扇風機・
冬はストーブ利用）

事務

事務

空調　夏28度　冬20度設定

夏は風通しをよくして、
仕事をする

事務

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次
期へ
反映する。

地球温暖化防止に貢献。
電力使用個所の徹底し
た省エネ活動を具体的に
達成手段として示すこと

CO2排出量
(Kg-CO2)

電気・エアコン・パソコンのつ
けっぱなしの削減（使用時の
み）

事務

5

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

実績

事務
ＯＡ機器は省電力設定
①パソコン・コピー機

空調機利用時ドアを
必ず閉める

達成率及び実施状況の全体評価

事務

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

ＥＡ２１－５－３2021年 電力・CO2排出量△０．５％実施計画及び実績・評価 2022年10月30日

区分

5

月別達成率

電力使用がやや減少傾向にあ
る

9.0 5

電力消費は低めに推移してい
る。このまま使用を控えれれば
良い結果につながる。
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環境活動計画
立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ℓ 灯油　計画 0 0 167 167 177 0 0 0 0 0 0 0
累計 0 0 167 334 511 511 511 511 511 511 511 511

ℓ 実績 330 160 90 140
累計 0 0 330 490 580 720 720 720 720 720 720 720

ℓ 軽油　計画 3,920 1,070 2,117 2,707 984 3,752 762 1,129 2,242 3,201 1,832 6,085
累計 3,920 4,990 7,107 9,814 10,798 14,550 15,312 16,441 18,683 21,884 23,716 29,801

ℓ 実績 819 3,517 3,044 3,120 4,021 1,663 1,000 2,955 2,286 1,968 2,471 6,802
累計 819 4,336 7,380 10,500 14,521 16,184 17,184 20,138 22,424 24,392 26,863 33,665

ℓ ガソリン計画 2,484 2,154 2,415 1,982 2,163 2,495 2,383 1,865 1,914 2,226 1,905 2,258
累計 2,484 4,638 7,053 9,035 11,198 13,693 16,076 17,941 19,855 22,081 23,986 26,244

ℓ 実績 2,356 2,338 2,818 2,357 2,593 1,722 2,546 2,093 1,991 1,952 2,272 2,427
累計 2,356 4,693 7,511 9,868 12,461 14,183 16,729 18,821 20,813 22,765 25,037 27,464

ｋｇ 月別計画 0 0 416 416 441 0 0 0 0 0 0 0
ｋｇ 計画累計 0 0 416 832 1,272 1,272 1,272 1,272 1,272 1,272 1,272 1,272
ｋｇ 月別実績 0 0 822 398 224 349 0 0 0 0 0 0
ｋｇ 実績累計 0 0 822 1,220 1,444 1,793 1,793 1,793 1,793 1,793 1,793 1,793
ｋｇ 月別計画 10,114 2,761 5,462 6,984 2,539 9,680 1,966 2,913 5,784 8,259 4,727 15,698
ｋｇ 計画累計 10,114 12,874 18,336 25,320 27,859 37,539 39,505 42,418 48,202 56,461 61,187 76,885
ｋｇ 月別実績 2,112 9,074 7,854 8,050 10,374 4,291 2,579 7,623 5,898 5,077 6,375 17,549
ｋｇ 実績累計 2,112 11,186 19,040 27,090 37,464 41,755 44,334 51,957 57,855 62,932 69,308 86,857
ｋｇ 月別計画 5,763 4,997 5,603 4,598 5,018 5,788 5,529 4,327 4,440 5,164 4,420 5,239
ｋｇ 計画累計 5,763 10,760 16,363 20,961 25,979 31,768 37,296 41,623 46,064 51,228 55,648 60,887
ｋｇ 月別実績 5,465 5,423 6,538 5,467 6,016 3,994 5,907 4,855 4,620 4,529 5,271 5,631
ｋｇ 実績累計 5,465 10,888 17,426 22,893 28,909 32,904 38,811 43,666 48,286 52,815 58,086 63,717

15,876 23,634 35,115 47,113 55,111 70,579 78,074 85,313 95,538 108,961 118,107 139,044

7,577 22,074 37,287 51,203 67,818 76,452 84,937 97,416 107,934 117,540 129,186 152,366
210% 54% 75% 86% 48% 179% 88% 58% 97% 140% 79% 90%

210% 107% 94% 92% 81% 92% 92% 88% 89% 93% 91% 91%

5 1 3 3 4 5 5 5 5 4 4 5

5 5 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

実績　累計

累計達成率

灯油を除き、燃料系の消費が計
画に比べ約1割程度増加してい
る。ガソリンは社有車の増加の影
響か。

経由、ガソリンの消費がやや増加して
いる。季節的に今後灯油の増加はな
いと思われる。

ガソリン増加は少し抑制されてい
るが、工事の軽油が予定を越えて
いる。受注の偏りに影響を受けて
いる面もあるが、工事量の増加に
よるもので有り今後は工事規模に
応じた使用量の再検討が必要で
ある。

ガスは少量のため
月別管理から除外

(但し、中期３ヶ年年度集計には
ハンドで実績入力する

燃料系の消費は平年並である。今後
年度末で増加の可能性がある。

灯油　軽油　ガソリン
（ガス類は微量のため除外）

消費削減で地球温暖
化防止に貢献。
使用部署の徹底した
省エネの推進。
効率の良い運用で経
営効果をあげる。

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

　　燃料合計　CO2排出量

区分

計画　累計

灯油  　　CO2排出量

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

月別達成率

軽油　　　CO2排出量

ガソリン　CO2排出量

EA21-５-４2022年10月30日2021年　 燃料・CO2排出量　△０．５％　実施計画及び実績・評価　
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

達成手段 担当 区分

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 3 3 3 3 52
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60
計画　　○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇

実績　 5 5 5 5 3 3 3 29
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績　 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 55
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績　 5 5 5 5 5 5 5 4 4 4 4 4 55
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 60

5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 4.7 4.4 4.3 4.3 4.3

7.3

現場への通勤形態を少し
見直す必要がある。

暖房用灯油の使用量が低
下しているが3月に大きく
増加

余った灯油は貯蓄に回し
ている。現場への社員の
分散が増加している様に
思われる。

現場への個個の出勤形態を
見直す必要がある。

8.0

ＥＡ２１－５－５

２０２１年　燃料・CO2排出量　△０．５％　
2022年10月30日実施状況の計画及び実績・評価

　５．法定速度を守る

エコドライブ
　１．アイドリングストップ

環境活動計画

全員

　４．エアコンの使用を控える

　２．急発進をなくす

　３．早めのアクセルＯＦＦ

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次期
へ
反映する。

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

現場

7.4

エアコン使用は比較的抑
えている

8.0達成率及び実施状況の全体評価

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

　６．現場作業に見合った
　　　車両及び重機選定

　７．不要な荷物は積まない

　８．定期、法定点検
　　　車両整備排ガス騒音

11



単位　t 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－６

目標 実績 目標 実績 目標 実績

20.00 19.9 9.1 19.8 9.8 19.7 7.43
220% 202% 265%

7.8 7.8 0.0 7.7 0.0 7.7 1.1

19.8 19.7 0.0 19.6 0.0 19.5 3.1

0.20 0.20 9.06 0.00 9.80 0.20 4.33

99.0% 99.0% 0.0% 99.0% 0.0% 99.0% 41.7%

総合評価 △ 総合評価 ○ 総合評価 ○

会社の産廃置き場を指定した
ため、産廃処分の回数が増え
ているが現場からの持ち帰り
量は全体に低下している。特
にﾀﾞﾝﾎﾞ-ﾙ類は事務所ﾘｻｲｸﾙ処
分で対応している。

■△評価：対策
現場での廃棄物の分別が必要。 工期が短く、スペースの関係で

現場での分別が難しいが持ち帰
り分別を進めたい。

分別回収の進展は進んでい
ないが､総量が減少している。

廃棄物発生量 達成率

管理責任者　：　評価

リサイクル率向上が当社の
経営に貢献する強い意識を
持続し、次年度は経営効果
を出し経営に貢献する。
反省と、次年度及び３ケ年
計画に反映する

■評価：具体的に記
述。
達成率・実施状況含む

△悪い 79％以下
○まあまあ　80～99％
◎良い　　　100％以上

事務所系の廃棄物は、市のごみ
処理に排出したいるものの、現場
発生の廃棄物は分別ができてい
ない。事務所持ち帰り後も分別
せず、そのまま廃棄処分をしてい
る。なお、ｺﾝｸﾘｰﾄ系の廃棄物は
ほぼゼロ化している。

現場発生の油脂類が付着した廃
棄物の分別ができていない。少
なくとも空き缶、ペットボトル類の
持ち帰っての分別を一層推進す
る必要がある。コンクリート系の廃
棄物の倉庫での再利用は出来て
いる。

新リサイクル品1点

0.0

社内リサイクル含む
新リサイクル品1点

④
リサイクル率  ②／①

11.9 0.0

新リサイクル品1点

③
中間処理
最終処分

リサイクルの残全
量

マニフェスト管理票 法遵守処理
年1回処分場へ確認

法遵守処理
年1回処分場へ確認

法遵守処理
年1回処分場へ確認

②
リサイクル

油脂系

11.9

目的（方針の到達点）

2020年 2021年

・廃棄物発生
抑制
・１００％リ
サイクル工場
へ
・適正処理

①
廃棄物発生量

(t)

当社では、徹底分別することを心
掛けているが、請負業のため、自
前での削減はできない。

11.8 2.0
アスファルトガラ

計

コンクリートガラ
12.0

環境目標 廃棄物発生抑制・リサイクル・適正処理
中期3カ年計画（2019年～2021年）及び実績・評価

方針 著しい課題面 中期主な活動計画
2018年
実績

目標

2019年

12



立案のポイント t 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

計画 1.65 1.65 1.68 1.65 1.65 1.65 1.65 1.65 1.68 1.65 1.65 1.65

累計計画 1.65 3.30 4.98 6.63 8.28 9.93 11.58 13.23 14.91 16.56 18.21 19.86

実績 1.38 1.57 0.59 1.23 2.66

累計実績 1.38 1.38 1.38 2.95 2.95 3.54 3.54 3.54 3.54 4.77 4.77 7.43

月別達成率 120% #DIV/0! #DIV/0! 105% #DIV/0! 280% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 134% #DIV/0! 62%

累計達成率 120% 239% 361% 225% 281% 281% 327% 374% 421% 347% 382% 267%

5 #DIV/0! #DIV/0! 5 #DIV/0! 5 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! 5 #DIV/0! 1

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 1 1 1 1 2 2 2 2 2 2
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 3 3 3 3 3

2.9 3.4 2.9 3.4 3.1 3.5 3.3 3.3 3.3 3.6 3.3 3.6

環境活動計画
2021年　廃棄物排出抑制､リサイクル・適正処理

　実施計画及び実績・評価

2018度の基準 20.0

４．リサイクル用品の使用

現場

現場

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

３．設備等、ものを大事に
　　する　（長寿命化）

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次
期
へ反映する。

t=1.42m3

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

１．事務所ゴミの徹底分別

２．建設現場、上記同様

全体

８.マニフェストによる適正
　処理を実施

７．排出した産業廃棄物は
   　全量リサイクル会社へ

事務

事務

事務

現場

現場

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

達成率及び実施状況の全体評価　

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

５．グリーン購入法による
　　資材の使用

６．不要な紙の排出禁止

2022年10月30日 ＥＡ２１－５－７

8.5 8.3

油脂類の付着するゴミの分別
方法、種類分けを考えること
が大切である。

現場発生ゴミの分別が進んで
いない。

7.9 8.6
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目標 実績 目標 実績 目標 実績

928 百万円 773 832 777 873 781 907

使用量 106.0 m3 105.5 91 104.9 108 104.4 91.0
年度達成率 116% 年度達成率 97% 年度達成率 115%
基準達成率 116% 基準達成率 98% 基準達成率 116%

原単位 0.11 0.14 0.11 0.14 0.12 0.13 0.10
達成率 100 ％ 83.7% 104% 84.6% 92% 85.4% 114%

総合評価 ◎ 総合評価 ○ 総合評価 ○

管理責任者
評価

年度評価　反省と次年度へ反映事項を
　　　　　　具体的に記述

　　原単位達成率
　　　　　　　△悪い　 79％以下
　　　　　　　○まあまあ　　80～99％
　　　　　　　◎良い　　　　100％以上

ネライは、評価◎が目標。
慌てずシステム運用を根付かせ、中期
３ケ年で達成すること。

水消費は10％程度低下し、よく目
標を達成している。

消費数量は増加してるが、全使用
量の値は会社としての取り組みに
問題はない。自動車の洗車が最大
の消費であるが回数を減らすこと
は出来ない。

△評価：対策

2022年10月30日

主な取組み事項

2021年2020年

節水 節水 節水

ＥＡ２１－５－８
　環境目標　　　　　　　　　　　　　　　水総使用量削減　△０．５％
　　　　　　　　　　　　中期3カ年計画　（2019年～2021年）及び実績・評価

方針

売上高(完成工事高）

課題点　2018年　実績（基準）
■原則：負荷の自己チェック：目標

目標

総使用量
削減

（原単位
管理）

目的(方針の到達点）
2019年

特に無し 特に無し

工事車両、機械類の洗車をよく実
施している。受注量も増加している
が水の消費はよく抑制されている。

特に無し
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

m3 計画 13.2 13.2 8.4 8.4 8.4 8.4 7.9 7.9 7.9 7.9 6.4 6.4
累計 13.2 26.4 34.8 43.1 51.5 59.9 67.8 75.7 83.5 91.4 97.8 104.2 104.2

m3 実績 7 7 8 8 8 8 7.5 7.5 8 8 7 7 91

累計 7 14 22 30 38 46 53.5 61 69 77 84 91 91
％ 月別達成率 189% 189% 105% 105% 105% 105% 105% 105% 99% 99% 91% 91%

累計達成率 189% 189% 158% 144% 136% 130% 127% 124% 121% 119% 116% 115%

5 5 5 5 5 5 5 5 3 3 3 3

5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5

達成手段 担当 区分
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7

水資源はグローバルな観点
から日本の水の節約行動が
求められるもの。世界人口の
約８０%強の人達がおいしい
水が飲めないことを認識し、
節約、リサイクルに努める。

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

洗車を最小限に、又節水洗
車を励行

全体

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

9

蛇口に節水コマ設置で節水
励行

手洗い時、洗い物、日常の
節水励行

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

事務

洗車回数は増えている
が、比較的少量は抑えれ
れている。

2022年10月30日
環境活動計画

2021年　水排出量　△０．５％
実施計画及び実績・評価 ＥＡ２１－５－９

9

全体

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

評価５点以下の場合には、是正・対策を行い、次期へ
反映する。

達成率及び実施状況の全体評価　 9 9

同左 同左 同左
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

達成手段 担当 区分 3回/年
計画　　○ ○ ○ ○ 3回
実績　 ○ ○ 10月実施

5 5 5

ＥＡ２１－５－１０2022年10月30日

特に無し

達成率及び実施状況の全体評価　

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

環境活動計画

評価7点以下の場合には、是正・対策を行い、次期
へ
反映する。

2021年　現場周辺及び会社周辺の清掃ボランティア参加を継続

全員高瀬谷川清掃草刈り
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

達成手段 担当 区分

計画　　○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5
計画　　○ ○ ○ ○ ○
実績　 5 5 5 5

5 5 5 5

同左

普通達成率及び実施状況の全体評価　 普通

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

評価7点以下の場合には、是正・対策を行い、次期
へ
反映する。

グリ－ン製品使用は発
注者の意識も高くその
指導を遵守する

同左 同左

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

事務用品、作業服等はリ
サイクル推奨品の購入を
継続している。

同左同左

環境活動計画 2021年　グリーン購入促進計画及び実績・評価

リサイクル製品の購入（紙他） 全員

低炭素化製品の購入（照明他）

ＥＡ２１－５－１１2022年10月30日

普通

高規格のリサイクル品、新
製品等に留意していくこと
が必要。

普通

全員
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2022年10月30日 ＥＡ２１－１２

目標 実績 目標 実績 目標 実績

　数　量

花壇植栽 面積ｍ2 新規に10m2創出 2 m2 3 2 3 0 3 3

（技術課題） 軽量土壌

草本/木本

汚泥再利用 乾燥混合使用 0 kg 2 2 2 0 2 2

年度達成率 66.667 年度達成率 0 年度達成率 100

基準達成率 66.667 基準達成率 0 基準達成率 100

泥水処理

（技術課題） 5ｋｇ 0 kg 2 3 2 2 2 0
（掘削泥水）

年度達成率 150 年度達成率 100 年度達成率 0

基準達成率 150 基準達成率 125 基準達成率 83.333

年度評価 反省と次年度へ反映事項を具体的に記述総合評価 〇 総合評価 ○ 総合評価 ○

①達成率 △悪い　50%以下

○　まあまあ　51～70%

◎　良い　71～100%　

特に問題なし。

注－１）現場で発生する掘削汚泥の再生、利用を試行する

花壇の除草はよく実施している方で
あるが、全員に意識が浸透していな
い。

花壇の除草と少量の家庭菜園
程度の利用を実施している。
収穫物：ｲﾁｺﾞ。ｺﾞ-ﾔ、ﾄﾏﾄ、柿

掘削汚泥
再利用

社員による清掃回数が増えてい
る

参加者の増加を図る

グリーン技術への協力と活用の推進
中期3カ年計画（2019年～2021年）及び実績・評価

方針 青木部長案 2018年実態

目標

管理責任
者評価

目的（方針の到達点）

2019年 2020年 2021年

目に見えるものではないが、花壇の
緑化は良く実施していると思われ
る。
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立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

花壇の手入、ゴーヤ植栽

木の剪定

達成手段
取組 計画 ○
取組 実績 〇

泥水処理（汚泥再利用） 取組 計画 〇
取組 実績 〇
取組 計画
取組 実績
取組 計画
取組 実績
取組 計画
取組 実績

生育状況の確認

環境活動計画 2021年度　グリーン技術への協力と活用の推進

社長自らの：評価
除草を実施

ＥＡ２１－５－１３

月別評価（取組活動を評価：良い5点、普通3点、悪い1点）

花壇緑化

冬期に大型木の選定が
必要で準備すること

累計評価（取組活動を評価：良い5点、普通3点、悪い1点）

グリーン技術への協力と自己
推進を実行することで環境負
荷低減を図る。

ゴーヤがよく実り、オリー
ブ、柿が1個実った。

当面の推進者
青木部長

2022年10月30日

3ヶ月毎に取り組み状況
を評価し次期に反映する。

花壇の手入れはまあまあ
実施している
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確認　青木 作成　青木

適 実施 文書記録

届出、作業等 適用範囲 適用条件 用 手続き･順守事項 有資格担当者

■廃棄物処理
及びリサイク

○
委託基準
１．委託先の許可
確認

収集・運搬及び処分業者の許
可証の確認中間処理場等の現
地確認

〇

○
２．委託契約の締結
３．契約書５年間保管

委託契約書の内容確認(委託
金額、産業廃棄物の種類、性
状、性状等変更情報の伝達方
法等）

〇

○
マニフェストの交付 ・
交付義務

適合マニフェスト 〇

○

・回収・照合          D票９０
日、E票１８０日以内
・５年間保管
未回収戻り票の報告
  ・交付状況報告
前年実績、毎年６月３０まで
に

管理台帳にて回収日の管理、
A票照合欄とチェック。（回
収期間内に返送され、法定事
項記載確認済み）   措置内容

等報告書。 （知事への報
告）
マニフェスト伝票処理分
の一括報告

〇

○ 野外焼却の禁止 〇

○
積み上げ高さの厳守、雨、
風、悪臭発生、保管場所掲
示板の設置

〇

条例は、個々の法規制類で特定

2022年9月30日

順守評価　○×管理責任者

遵守確認

建設業・適用される環境法令（順守事項）

環境関連法規等一覧及び順守評価表

廃プラ、建設木くず、建設紙く
ず、建設繊維くず、汚泥、金属
くず、ガラスくず及び陶磁器く
ず、がれき類、ゴムくず、コン
クリート破片等

水銀使用製品産業廃棄物（廃蛍
光ランプ等）平成29年10月1日
施行
・他の廃棄物と区分し混合する
ことのないよう保管
・収集運搬又は処分の許可を受
けた事業者と処理委託契約
・委託契約書を作成するにあ
たっては「水銀使用製品産業廃
棄物」を処理委託することを明
示
・マニフェストには「水銀使用
製品産業廃棄物」が含まれるこ
と、その数量を記載することが
必要

産業廃棄
物

承認　社長

産業廃棄物の委
託処理

１．廃棄物処理
法

更新年月日　2021年10月12日

環境法規制等の
名称／略

規制内容

廃棄物の処理 廃棄物 現場保管又は仮置場

11．法遵守評価表の事例 
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１１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社の事業活動に伴い適用される主な環境関連法規等は、以下の表の通りです。

管理責任者が中心となり過去一年間の順守評価を行い問題のないことを確認しました。

（環境関連法規一覧表及び遵守評価表の事例を参照）

過去３年間、監督官庁及び周辺住民からの苦情、訴訟等は１件もありませんでした。

１２．今年度(2021年10月～2022年9月)取組と次年度の取組方針

電力・燃料・廃棄物・水・ボランティア・グリーン購入、各々の環境活動計画に従って引き

続き取組を進めていく。

また、CO2排出低下は会社規模・事業量に大きく左右されるものの、目標の前年－０．５％

を継続する。
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2022年10月30日 ＥＡ２１－５－２

目標 実績 目標 実績 目標 実績

907 百万円 933 937 942

消費量 20,338 ｋｗｈ 20,236 20,135 20,033

ＣＯ2排出量 6,590 kg-CO2 6,557 6,524 6,491

消費量 720 ℓ 717 713 709

ＣＯ2排出量 1,793 kg-CO2 1,784 1,775 1,766

消費量 33,665 ℓ 33,497 33,328 33,160

ＣＯ2排出量 86,857 kg-CO2 86,423 85,988 85,554

消費量 27,464 ℓ 27,327 27,189 27,052

ＣＯ2排出量 63,717 kg-CO2 63,398 63,080 62,761

消費量 4.3 ㎥ 4.3 4.3 4.2

ＣＯ2排出量 27 kg-CO2 27 27 27

158,189 0 157,394 0 156,599 0

年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0!

基準達成率 #DIV/0! 基準達成率 #DIV/0! 基準達成率 #DIV/0!

170 #DIV/0! 168 #DIV/0! 166 #DIV/0!

年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0!

#DIV/0!
総合評価 総合評価 総合評価

注）2019年から電力の排出係数は0.324を使用する

管責者
評価

年度評価　反省と次年度への反映事項

   原単位達成率
　　　　　△悪い　 　　 ５０％以下
　　　○まあまあ　　５１～８５％
　　　◎良い　　　　８６％以上

当面の目標は、◎評価。
慌てずシステム運用を根付かせ、中期
３ケ年で達成すること。

175

評価：対策

目的（方針の到達点）

2022年 2023年 2024年

電力・燃料
CO2排出
量削減

（年度別
原単位）

売上高（完成工事高）

①電力
消費

②灯油
消費

③軽油
消費

④ｶﾞｿﾘﾝ
消費

⑤ガス
消費

計

ＣＯ2排出量計 158,984
kg-
CO2

原単位

環境目標
　　　　　　　　　CO2排出量　　△１．５％（毎年△０．５％）

中期3カ年計画（2022年～2024年）及び実績・評価

方針
CO２排出量削減

取組事項
（負荷の自己チェック）

基準年
2021年度

目標
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環境活動計画
立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

ｋｗｈ 計画 1,344 1,786 1,985 2,130 2,215 1,562 1,085 1,058 1,510 1,942 1,942 1,677
累計 1,344 3,130 5,115 7,246 9,460 11,023 12,107 13,165 14,675 16,617 18,560 20,236

ｋｗｈ 実績

累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

436 579 643 690 718 506 351 343 489 629 629 543
436 1,014 1,657 2,348 3,065 3,571 3,923 4,265 4,755 5,384 6,013 6,557

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 出光Ｇﾊﾟﾜｰ

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇
実績　

0.0 0.0 0.0 0 0 0 0 0 0 0.0 0.0 0.0

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次
期へ
反映する。

#DIV/0!

空調　夏28度　冬20度設定 事務

空調機利用時ドアを
必ず閉める 事務

ＯＡ機器は省電力設定
①パソコン・コピー機

事務

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

達成率及び実施状況の全体評価 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

待機電力の削減　作業
終了時コンセント抜く 事務

極力エアコンを使わない
(夏は扇風機・
冬はストーブ利用）

事務

夏は風通しをよくして、
仕事をする 事務

月別達成率
累計達成率

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)
電気・エアコン・パソコンのつ
けっぱなしの削減（使用時の
み）

事務

CO2排出量
(Kg-CO2)

計画

計画累計
実績

実績累計

2022年 電力・CO2排出量△０．５％実施計画及び実績・評価 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－３
区分

地球温暖化防止に貢献。
電力使用個所の徹底し
た省エネ活動を具体的に
達成手段として示すこと
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環境活動計画
立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

ℓ 灯油　計画 0 0 328 159 90 139 0 0 0 0 0 0
累計 0 0 328 488 577 716 716 716 716 716 716 716

ℓ 実績

累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ℓ 軽油　計画 814 3,500 3,029 3,105 4,001 1,655 995 2,940 2,275 1,958 2,459 6,768

累計 814 4,314 7,343 10,448 14,448 16,103 17,098 20,038 22,312 24,270 26,729 33,497
ℓ 実績

累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ℓ ガソリン計画 2,344 2,326 2,804 2,345 2,580 1,713 2,533 2,082 1,981 1,942 2,261 2,415

累計 2,344 4,670 7,474 9,818 12,399 14,112 16,645 18,727 20,709 22,651 24,912 27,327
ℓ 実績

累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｋｇ 月別計画 0 0 818 396 223 347 0 0 0 0 0 0
ｋｇ 計画累計 0 0 818 1,214 1,437 1,784 1,784 1,784 1,784 1,784 1,784 1,784
ｋｇ 月別実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｋｇ 実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ｋｇ 月別計画 2,137 9,184 7,949 8,148 10,500 4,343 2,610 7,716 5,969 5,139 6,452 17,762
ｋｇ 計画累計 2,137 11,321 19,270 27,418 37,918 42,260 44,870 52,586 58,555 63,694 70,146 87,908
ｋｇ 月別実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｋｇ 実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ｋｇ 月別計画 5,441 5,400 6,510 5,444 5,990 3,977 5,882 4,834 4,600 4,510 5,248 5,607
ｋｇ 計画累計 5,441 10,841 17,351 22,795 28,785 32,763 38,644 43,479 48,079 52,589 57,837 63,444
ｋｇ 月別実績 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｋｇ 実績累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
7,579 22,163 37,439 51,427 68,140 76,807 85,298 97,848 108,418 118,066 129,767 153,135

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! 3 #DIV/0! 4 #DIV/0! 5 5 5 4 4 5

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

ガスは少量のため
月別管理から除外

(但し、中期３ヶ年年度集計には
ハンドで実績入力する

灯油　軽油　ガソリン
（ガス類は微量のため除外）

消費削減で地球温暖
化防止に貢献。
使用部署の徹底した
省エネの推進。
効率の良い運用で経
営効果をあげる。

灯油  　　CO2排出量

軽油　　　CO2排出量

ガソリン　CO2排出量

　　燃料合計　CO2排出量

計画　累計

実績　累計

月別達成率

累計達成率

2022年　 燃料・CO2排出量　△０．５％　実施計画及び実績・評価　 2022年10月30日 EA21-５-４

区分

売上高
計画
実績
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

達成手段 担当 区分
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 0
計画　　○ 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 〇
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 0
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　 0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次期
へ
反映する。

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

達成率及び実施状況の全体評価 3.0 5.0 5.05.0

実施状況の計画及び実績・評価 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－５
環境活動計画

2022年　燃料・CO2排出量　△０．５％　

　５．法定速度を守る

　６．現場作業に見合った
　　　車両及び重機選定

現場　７．不要な荷物は積まない

エコドライブ
　１．アイドリングストップ

全員

　２．急発進をなくす

　３．早めのアクセルＯＦＦ

　４．エアコンの使用を控える

　８．定期、法定点検
　　　車両整備排ガス騒音
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単位　t 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－６

目標 実績 目標 実績 目標 実績

7.40 7.4 7.3 7.3
#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

1.1 1.1 1.1 1.1

3.1 3.1 0.0 3.1 0.0 3.1 0.0

4.33 0.0 0.0 0.0 0.0
0.00 4.28 0.00 4.26 0.00 4.24 2.70

41.9% 41.9% #DIV/0! 41.9% #DIV/0! 41.9% #DIV/0!

総合評価 総合評価 総合評価

■△評価：対策

■評価：具体的に記
述。
達成率・実施状況含む

△悪い 79％以下
○まあまあ　80～99％
◎良い　　　100％以上

マニフェスト管理票 法遵守処理
年1回処分場へ確認

法遵守処理
年1回処分場へ確認

法遵守処理
年1回処分場へ確認

2.0

・廃棄物発生
抑制
・１００％リ
サイクル工場
へ
・適正処理

①
廃棄物発生量

(t)
廃棄物発生量 達成率

当社では、徹底分別することを心
掛けているが、請負業のため、自
前での削減はできない。

②
リサイクル

油脂系
コンクリートガラ

2.0
アスファルトガラ

計
社内リサイクル含む

④
リサイクル率  ②／①

管理責任者　：　評価

リサイクル率向上が当社の
経営に貢献する強い意識を
持続し、次年度は経営効果
を出し経営に貢献する。
反省と、次年度及び３ケ年
計画に反映する

③
中間処理
最終処分

リサイクルの残全
量

環境目標 廃棄物発生抑制・リサイクル・適正処理
中期3カ年計画（2022年～2024年）及び実績・評価

新リサイクル品1点

目的（方針の到達点）

新リサイクル品1点 新リサイクル品1点

2.0 2.0

2024年方針 著しい課題面 中期主な活動計画
2021年
実績

目標
2022年 2023年
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立案のポイント t 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

計画 0.62 0.62 0.62 0.62 0.62 0.62 0.62 0.62 0.61 0.61 0.61 0.61

累計計画 0.62 1.24 1.86 2.48 3.10 3.72 4.34 4.96 5.57 6.18 6.79 7.40

実績

累計実績 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

月別達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

累計達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

評価７点以下の場合には、是正・対策を行い、次
期
へ反映する。

#DIV/0!

６．不要な紙の排出禁止 事務

７．排出した産業廃棄物は
   　全量リサイクル会社へ

現場

８.マニフェストによる適正
　処理を実施

現場

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

達成率及び実施状況の全体評価　 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

３．設備等、ものを大事に
　　する　（長寿命化）

全体

４．リサイクル用品の使用 事務

５．グリーン購入法による
　　資材の使用

現場

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

１．事務所ゴミの徹底分別 事務

２．建設現場、上記同様 現場

環境活動計画
2022年　廃棄物排出抑制､リサイクル・適正処理

　実施計画及び実績・評価 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－７

2021度の基準 7.4

t=1.42m3
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目標 実績 目標 実績 目標 実績
907 百万円 912 916 921

使用量 91.0 m3 90.5 90.1 89.6
年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0! 年度達成率 #DIV/0!
基準達成率 #DIV/0! 基準達成率 #DIV/0! 基準達成率 #DIV/0!

原単位 0.10 0.10 #DIV/0! 0.10 #DIV/0! 0.10 #DIV/0!
達成率 100 ％ 101.1% #DIV/0! 102.0% #DIV/0! 103.1% #DIV/0!

総合評価 総合評価 総合評価

節水 節水

管理責任者
評価

年度評価　反省と次年度へ反映事項を
　　　　　　具体的に記述

　　原単位達成率
　　　　　　　△悪い　 79％以下
　　　　　　　○まあまあ　　80～99％
　　　　　　　◎良い　　　　100％以上

ネライは、評価◎が目標。
慌てずシステム運用を根付かせ、中期
３ケ年で達成すること。

△評価：対策

総使用量
削減

（原単位
管理）

売上高(完成工事高）

主な取組み事項

節水

　環境目標　　　　　　　　　　　　　　　水総使用量削減　△０．５％
　　　　　　　　　　　　中期3カ年計画　（2022年～2024年）及び実績・評価

2022年10月30日 ＥＡ２１－５－８

方針
課題点　2021年　実績（基準）
■原則：負荷の自己チェック：目標

目標 目的(方針の到達点）
2022年 2023年 2024年
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立案のポイント 単位 区分 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

計画
実績

m3 計画 7.0 7.0 8.0 8.0 8.0 8.0 7.5 7.5 8.0 8.0 7.0 7.0
累計 7.0 14.0 22.0 30.0 38.0 46.0 53.5 61.0 69.0 77.0 84.0 91.0 91.0

m3 実績 0

累計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
％ 月別達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

累計達成率 #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

達成手段 担当 区分
計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

計画　　○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
実績　

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

環境活動計画
2022年　水排出量　△０．５％
実施計画及び実績・評価 2022年10月30日 ＥＡ２１－５－９

売上高

水資源はグローバルな観点
から日本の水の節約行動が
求められるもの。世界人口
の
約８０%強の人達がおいしい
水が飲めないことを認識し、
節約、リサイクルに努める。

月別評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

累計評価(100%以上5点、80～99%3点、79%以下1点)

手洗い時、洗い物、日常の
節水励行

全体

洗車を最小限に、又節水洗
車を励行

全体

蛇口に節水コマ設置で節水
励行

事務

月別実施状況評価(良い5点、まあまあ3点、悪い1点）

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!
管理責任者：評価方法
達成度5点＋実施状況5点＝10点満点
良い　8～10点
まあまあ　5～7点
悪い　2～4点

達成率及び実施状況の全体評価　

評価５点以下の場合には、是正・対策を行い、次期
へ
反映する。
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2022年10月30日 ＥＡ２１－１２

目標 実績 目標 実績 目標 実績
現在の花壇を利用　数　量

花壇植栽 整理・活用実績　Ａ=28m2 m2 28 28 28
（技術課題）廃棄土壌の活用

汚泥再利用 乾燥混合使用 0 kg 5 5 2
年度達成率 年度達成率 年度達成率
基準達成率 基準達成率 基準達成率

泥水処理
（技術課題） 5ｋｇ 0 kg 5 5 5
（掘削泥水）

年度達成率 0 年度達成率 0 年度達成率 0
基準達成率 0 基準達成率 0 基準達成率 0

年度評価 反省と次年度へ反映事項を具体的に記述総合評価 総合評価 総合評価
①達成率 △悪い　50%以下

○　まあまあ　51～70%
◎　良い　71～100%　

注－１）現場で発生する掘削汚泥の再生、利用を試行する

管理責任
者評価

目的（方針の到達点）
2022年 2023年 2024年

掘削汚泥
再利用

グリーン技術への協力と活用の推進
中期3カ年計画（2022年～2024年）及び実績・評価

方針 案 2021年実態
目標
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立案のポイント 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計

花壇の手入、野菜の植栽
木の剪定

達成手段
取組 計画 ○
取組 実績

泥水処理（汚泥再利用） 取組 計画 〇
取組 実績
取組 計画
取組 実績
取組 計画
取組 実績
取組 計画
取組 実績

環境活動計画 2022年度　グリーン技術への協力と活用の推進
2022年10月30日 ＥＡ２１－５－１３

売上高

グリーン技術への協力と自己
推進を実行することで環境負
荷低減を図る。

当面の推進者
青木部長

花壇緑化

月別評価（取組活動を評価：良い5点、普通3点、悪い1点）

累計評価（取組活動を評価：良い5点、普通3点、悪い1点）

社長自らの：評価

3ヶ月毎に取り組み状況
を評価し次期に反映する。

生育状況の確認
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出席者　　社長　　管理責任者　事務局

代表者による全体の評価と見直し
ありのままの議論を

日時　2022年11月18日（金）　15:00～17:00

管理責任者 社長 管理責任者

インプット情報
ＥＡ２１ＥＭＳの実績活動報告

2022年11月18日
ＥＭＳの妥当・適切・有効性評価

2022年11月18日
アウトプット情報・改善指示事項

2022年11月18日
社長指示の対策・反映と周知

2022年11月18日

■妥当性
環境意識は浸透している。現場におけ
る油脂類関係の分別方法を改良する
必要有り（発注仕様で制約を受けるが
材料購入時で考慮する）
　
　

■目標・計画　　　　改善　☑有　□無
①当初のグリーン技術への協力と活用
屋上から既設花壇の活用に切り替え
る。既設花壇の活用として植樹と一部
菜園として活用を維持し、季節感のあ
るグリーン技術の協力を行う。
②労働環境、生産性の向上
基本的には個人の能力向上が第一で
ある。来期には外国人研修者の受け入
れも有り新人教育と合わせて既存社員
の指導力を補完していく必要がある。
　
　
　
　

社長の意向を受け、室内環境・空間に
ゆとりができ清掃手間の削減された。
化石燃料の使用量が増加しており、
車、発電機等の使用量増加が原因と
考える。受注物件の位置・内容に影響
されるが特に現場への移動方法を改
善する必要がある。なお環境活動の効
果は有ると感じられる点も多く有り今後
も取り組みを推進する。

②法的及びその他要
求
　事項の遵守評価結
果
　と問題点

環境項目はほぼ遵守している
整備・点検項目でまだ不十分
規則更新の認識不足

■適切性
　事業内容に対する法的規制の種類
は少ないが、規制の変更等に対して関
心が薄い。

③環境経営システムが機
能
　　しているか。有効か。

環境に対する意識は向上している。
環境機器、製品とのトレードオフのた
め、特に機器類、社有車については機
器の老朽化と更新出決まる。

■有効性
倉庫整理は浸透している。産業廃棄物の持
ち帰りがも少なくなっているが工事の内容に
支配されている。廃棄物処分は元請の管轄
であるが元請の意識が低い場合持ち帰りに
よる自社処分が実態である。（民-民契約で
処分可能）

■システム　　　　　改善　□有　☑無
　現在のＥＡ２１経営管理システムを続
行するが、必要性含め全従業員にＰＤ
ＣＡサイクルが効果を上げるためには
ベストの取組であることを周知してい
く。当社にとって有効な仕組であり決定
したことを継続するために形骸化防止
が肝要。
当面の実行体制は現行で実施する。

①環境目標・環境活動
　計画の達成度合い
　及び問題点

電力削減はＯＫ,化石燃料系は使用量
が全体で108％に増加している。
産業廃棄物　油脂類の分別が達成で
きていないが廃棄量は減少
一般廃棄物（事務所系）　　問題なし
総水量も減少傾向を維持している
グリーン購入：リサイクル商品を優先
グリーン技術協力：既設花壇の有効活
用推進

全体の評価・関連事業者含めてよい ■環境方針　　　　　改善　□有　☑無
　変更なし

（管理責任者としての役割責任）
自覚責任が不足しており業務を言い訳
に取り組みが全体に不足している。社
員の環境経済活動への参加が意識の
底では自覚されているが、大きな効果
を生むまでにはまだ不十分である。社
会的なＳＤＧｓの高まりもあり、この取り
組みは有効性が期待でき会社として定
着浸透を継続していく。

④教育訓練状況と結果

教育訓練計は画通りにはいかなかっ
た。
短期現場、下請受注も多く少人数、個
個の実施となるが年間を通して教育を
継続。

⑤利害関係者の苦情
現場含め苦情なし

⑥是正処置・予防処置
なし

■気付いた点
　緊急時の対応訓練、安全教育等はま
だ十分に浸透しているとは言いがた
い。現場数が多く集合が合わない面も
あるが現場教育を充実させて行く。
　
　

⑦７緊急事態・準備対応
発生なし。コロナ渦においても現場少
人数で実施

　　社長評価　①妥当性：ＥＡ２１を満足するうえでＰＤＣＡサイクルは十分か。②適切性：ＥＡ２１ＥＭＳが周囲の状況に対し、身の丈に合っているか。（①②とも不十分な点は何か）③有効
性：システム及びパフォーマンスの継続的改善の効果があり、【見える化】を工夫しているか。法遵守の仕組みは万全で、パフォーマンスは安心できるか。

■特命事項　　　　　　　　□有　☑無
　　各担当、社員が決められた役割責
任を
　　実行すること。

（改善、改良点）
エコアクション活動の効果が見られるも
のの、各年で成果にバラツキガある。
大きな効果を期待せず、当社としては
少しづつ浸透改善する方向で活動を
継続する。

⑧当社を取巻く市場動向
災害関連予算の執行が少なく苦しくな
りつつある

⑦改善の提案実態
無し
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１4．当社環境保全活動の紹介

① 徳島県西部総合県民局県土整備部のリバーアドプト事業に申請を行い、高瀬

谷側護岸の除草とゴミ回収を実施している。（2022/10/13）
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